
德丸 裕恭さん
生活支援看護学分野　母性・小児看護学領域

学びを深め、理論と実践力を
もった教員をめざして

　現在、大学の助手として勤務しています。実習などを通して学生と関わり、
成長していく姿をみてやりがいを感じ、小児看護学の教員を目指しています。
学生が主体的に考え、思いやりの心を持ち、人として成長できるように導いて
いきたいと考えています。その目標に向けて小児看護の学びを深め、理論と
実践力を高めることが必要だと考え大学院へ進学を決めました。
　共通科目では研究方法論や看護理論などを学び、専門科目では小児・母性
看護学を中心に講義だけでなく、助産師や医師からの現場の話も聞くことが
できます。また総合大学のメリットを活かした看護と環境といった科目のよう
に、学内の他学部の教科を受講することができます。横断的な学びによって
研究の幅も広がり、多角的な視点で見ることの重要性を感じています。本学
看護学研究科は昼夜開講制です。勤務状況に合わせて講義の時間を調整し
ていただくことで、学業と仕事、家庭の両立が継続できています。
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川﨑 由香さん
看護管理学分野　看護管理学領域

看護管理者として
マネジメントを学ぶ

小原 聖子さん
生活支援看護学分野　母性・小児看護学領域

看護の視野を広げ、
研究を進めていく

寺島 直美さん
療養支援看護学分野　療養支援看護学領域

「看護とは何か」を
見つめ直す機会に

　現在、総合病院心臓センターの心臓外科・循環器内科の師長として勤務し、
15年以上看護管理者として、看護サービスや看護師の育成や職場の定着な
ど、日々の課題と向かい合いマネジメントをしています。また集中ケア認定看
護師の資格を持ち、院内急変対応チームの一員として活動も行っています。
　これまで管理者としてマネジメントが感性や感覚に頼ってはいないかと疑
問が芽生え、いかに看護師の定着を促進し、看護のクオリティを維持するかと
いうことを自分の課題として、研究に取り組むことで、突破口を見つけられる
のではと思い、大学院の進学を決めました。講義やゼミでは、日常の実践とす
り合わせながら看護管理を深めることができました。先生がたの手厚いサ
ポートのお陰で、探求したい事柄について熟考する機会が得られ、論理的な
思考や概念化能力が向上したと感じています。試行錯誤の繰り返しから得ら
れる充実感を、みなさんも感じてほしいと思います。

　臨床に出て２５年、看護師として海外を含め様々な場所で従事してきまし
た。現在は大学院での研究テーマでした放課後デイサービスで、障害や医療
的ケアを必要とする子どもと、その家族を支える仕事をしています。大学院へ
の進学の理由は、以前訪問看護をしているとき、ケアを必要とする子どもを持
つ家庭への支援やサービスが平等ではないことを感じ、その疑問を突き詰め
たいとの思いから決意しました。
　大学院での研究では、臨床での実践を経験してきたことで、難関に思えた
理論や方法論も納得できました。論文作成では、丁寧に、そして辛抱強く導い
ていただきました。振り返れば、先生がたは一人の研究者をどう育てていくか
のロードマップがイメージされていたと思います。大学院への進学は看護の
視野を広げ、研究を進めていくうえでも人間関係を広げ、進むべき方向を導
いていただき、得るものが多い貴重な２年間でした。

　現在、看護師としてケアミックス病院の地域相談連携室の退院支援を担当
しています。在宅療養へ移行する患者さんやご家族が、地域で安心して療養
生活が送れるようにサポートしています。看護師として長く働くうちに、「看護
とは何か」「自分の看護スキルは」など、疑問や葛藤を抱えるようになり、自分
の力だけでは解決できない壁にぶつかりました。そのような時、本学看護学
研究科のホームページを目にする機会があり、教育方針や学びの環境に惹か
れました。看護の在り方を学び、専門性を高めることで、疑問や葛藤の解決に
繋がるのではないかと思い進学を決めました。２年間の学びを振り返ればレ
ポートや研究は想像以上に大変でしたが、先生がたの指導で、論理的思考を
導きだせるようになりました。教育体制は非常に充実していたと実感していま
す。いままでとは違った視点を持ち、行動できる自分に驚いています。そして、
共に学ぶ仲間と出会えたことも一生の宝となりました。

学 費 ・ 奨 学 金

試験区分  試験科目

8月募集初年度学費・その他、諸納金の
詳細は本学ホームページまた
は学生生活課までお問い合わ
せください。大学院生のための
経済支援として給付型奨学金
制度を設けています。

2025.9.21 出願期間 ： 7/25（金）～8/1（金）必着

1月募集 出願期間 ： 1/9（金）～1/16（金）必着

● 一般入試 ： 専門科目、英語、面接　● 社会人入試 ： 英語、面接

大　学　院　入　試　情　報

看 護 学 専 攻

K A N T O  G A K U I N  U N I V E R S I T Y  G R A D U A T E  S C H O O L  O F  N U R S I N G

大 学 院
看護学研究科

入試に関するご相談は関東学院大学アドミッションズセンター Tel 045-786-7019
https://ao.kanto-gakuin.ac.jp/admissions_info/others/graduate/  E-mail  nyushi@kanto-gakuin.ac.jp

事務取扱時間／月～金曜 9：00～16：00（11:10～12:10を除く）土曜 9：00～12：00（日・祝日・夏期・冬期休業期間を除く）

修了生
から

修了生
から

修了生
から

日

2026.2.21 土

学生生活課
Tel 045-786-7013

※詳細は、学生募集要項にてご確認ください。
※出願をご検討の場合は、事前にご相談ください。
※看護師免許のない方も出願できます。

〒236-8503 横浜市金沢区六浦東1-50-1
●下車駅 ： 京浜急行線・シーサイドライン「金沢八景駅」

大学院看護学研究科

https://univ.kanto-gakuin.ac.jp/

「金沢八景駅」からキャンパスまで徒歩約15分
「関東学院循環」バス乗場から京浜急行バス（関東学院循環）で約5分
「関東学院東」下車すぐ、〈運休期間あり〉、
または、「金沢八景」バス停から京浜急行バス（追浜日産自動車前行き）で
約5分「内川橋」下車徒歩約5分

（横浜・金沢八景キャンパス）
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関東学院は、創立以来130年以上にわたり、横浜の地でキリ
スト教の精神に基づく人格教育を継承してきました。関東学
院大学は、現在では11学部14学科９コース、5研究科を擁
する総合大学として、その強みを生かした教育や研究活動
に加え、地域・社会連携、国際貢献、学生スポーツ、文化活
動、ボランティア活動なども活発に行われています。

総合大学の設備や環境を活用しながら、研究を進めること
ができます。計3つの図書館には豊富な蔵書や電子ブック・
ジャーナルを取り揃えています。各キャンパスの蔵書やオン
ラインで複写依頼した論文を、どの図書館でも受け取ること
が可能です。

関　東　学　院　大　学　に　つ　い　て関　東　学　院　大　学　に　つ　い　て

● 研 究 指 導 教 員

●　研　究　環　境　●

院生が自習したり、院生同士
が交流したりできる学習室
が、看護学研究科のある横
浜・金沢八景キャンパスにあ
ります。

研究指導教員への相談はアドミッションズセンターを通しての実施になります。
ご希望の方は、お気軽にアドミッションズセンターまでご連絡ください。

▼自習室(院生室）
資料準備や論文作成のため
の文献収集など、年間3000
枚まで利用できるコピー
カードを配布しています。

▼コピーカード

研究成果を発表する場とし
て、「関東学院大学看護学会
誌」を発行しています。在籍
中だけでなく、修了後にも投
稿資格があります。

▼研究成果の発表
申請された方は助成金を活
用して、研究活動に必要な
経費を得る
ことができ
ます。

▼研究助成

大学院看護学研究科

　関東学院大学大学院看護学研究科は、カリキュラム改正に
より、2025年度から教育課程の編成を、3分野4領域から、専攻
科目区分「看護管理学」「地域・在宅健康支援学」「老年支援学」
「成育支援学」「女性支援学」「療養生活支援学」「看護実践支援
学」の構成としました。学生は、自身の専門領域を深く探求でき
るだけでなく、関連する他の専門科目の履修の幅が広がり、よ
り多角的に学べる環境を整えました。更に、総合大学の強みを
生かし、共通科目においても履修可能な科目を増やし、他研究
科の科目履修も可能になりました。これらの学びは、在学中及
び、修了後も自身の活躍の場での視野を広げ、社会に出て大
いに活躍することに貢献できることが期待されます。

木下 里美 教授　看護学研究科委員長

委員長あいさつ

関東学院大学

【学位】 看護学専攻 修士（看護学）

看護を学び、自身の将来の可能性を広げる。

看護学研究科の詳細については、ホームページをご覧ください。

　本研究科は、看護師免許の有無にかかわらず、看護を学び、
自身のキャリア形成や人生に活かしたいと考えている方が学
習しやすい環境を整えています。日々の業務や生活の中で生じ
ている現象に疑問や課題を感じている方、学習により自身の将
来の可能性を広げたい、自己成長したいと考えている方にとっ
て、有意義な学びができるよう、じっくりと、研究の基礎から学
べるよう支援すると共に、お互いが成長できるよう我々教員も
努力を重ねていきたいと思います。在学中での学習や研究を
通して、修了時には問題解決能力が高まり、修了後も継続して
学ぶ姿勢が身に付くこと、各々の実践の場で活かしていけるこ
とを願っております。

● 看護研究科　学びの特徴・制度 ●

通常２年の履修 ３年 ４年

単位認定

受　講

受　講

他大学院

他大学院
本大学院

通常の修業年限（2年）と同じ授業料で3年間あるいは
4年間かけて計画的に履修し、学位取得を目指します。

ライフワークにあった就学ができる昼夜開講制を整備
しています。

原則的には対面授業ですが、院生の勤務状況等によっ
ては、オンラインを活用して学ぶことも可能です。

他研究科との連携科目や県内大学院学術交流協定を
活用した履修が可能である他、多くの非常勤講師招聘
により、幅広い学修を支援します。

３年次

２年次

１年次

２年次

１年次

４年次
３年次
２年次
１年次

昼夜開講制

オンラインの活用 充実した学修環境

長期履修制度

● 学びを支える 7 科 目 区 分 ●

看護管理学
地域・在宅健康支援学

成育支援学
女性支援学 看護実践支援学

療養生活支援学

老年支援学

看　護　管　理　学
地域・在宅健康支援学
老　年　支　援　学
成　育　支　援　学
女　性　支　援　学
療 養 生 活 支 援 学
看 護 実 践 支 援 学

上條優子　美濃陽介　渡辺真弓
若林和枝　北村香織　森實詩乃
青木由美恵　留畑寿美江
永田真弓　飯尾美沙
ケニヨン充子　勝川由美
木下里美　川島徹治
島田多佳子　植村由美子　佐藤亜月子

若林和枝 准教授地域・在宅健康支援学
研究テーマ認知症高齢者の家族介護者への支援
／在宅ターミナルケアに関する研究／認知症ケ
アに関する研究
研究実績
住み慣れた地域で医療や介護が必要になっても、その
人らしい暮らしの継続を支える在宅看護は今後さらに
重要になっていきます。
幅広く在宅看護をとらえ、療養者とその家族の健康や
QOLの向上に貢献するための研究に一緒に取り組ん
でいきましょう。
E-mail  kazue@kanto-gakuin.ac.jp

上條優子 教授看護管理学
研究テーマ 臨床現場のアウトカムマネジメント／
人員配置の検討・DPC分析／協同作業（チーム
ワーク）認識に関する研究／コンフリクトマネジメ
ント
研究実績
現場で抱える様々な課題を、研究を通して一緒に紐解
いていきましょう。
日本看護協会の認定看護管理者を目指している方も
歓迎します。
E-mail  ykamijo@kanto-gakuin.ac.jp

永田真弓 教授成育支援学
研究テーマ 医療を必要とする子どもと家族への
シームレスなケア・環境に関する研究／子どもと家族
の健康生活への支援に関する研究
研究実績
講義では、第一線で活躍するNICU医師、小児看護
CNS、こどもホスピス看護師、在宅クリニック医師などが
実践を紹介する講義もあります。実践の中で気になって
いる小児保健・看護の研究テーマを探求していきましょ
う。これから小児分野に携わってみたいという方も歓迎
しています。
E-mail  mnagata@kanto-gakuin.ac.jp

青木由美恵 教授老年支援学
研究テーマ 認知症高齢者と家族および介護者が
よりよく生きるための支援に関する研究／リフレク
ションに関する研究
研究実績
地域包括ケアシステムにとどまらず、地域共生社会の
視点から、シームレスな医療・ケア体制、その間をつな
ぐサービス体制づくりに関わる多職種による講義を展
開します。多様な生活の場における高齢者と家族のケ
アの研究テーマを探求しています。
E-mail  yaoki@kanto-gakuin.ac.jp

ケニヨン充子 教授女性支援学
研究テーマ 産後の女性のメンタルヘルスに関す
る研究／周産期における看護ケアに関する研究
研究実績
時代とともに出産や育児の在り方は変化し、看護に求め
られることも変わってきています。臨床で得た知識・技術
を通して、学問的に探究しませんか。母性の対象である
全ての女性の心と身体の健康を高め、最善のケアにつ
なげられるよう一緒に考え、学んでいきましょう。
E-mail  mkenyon@kanto-gakuin.ac.jp

飯尾美沙 准教授成育支援学
研究テーマ 小児慢性疾患の子ども・家族への支
援／子どものウェルビーイング・メンタルヘルス
プロモーションに関する研究
研究実績
小児慢性疾患を抱える子どもとその家族への支援につ
いて、看護学のみならず健康心理学の観点を含めて学
際的なケアを探究します。病気の有無に関わらず、すべ
ての子どものウェルビーイングについて、一緒に考え
ていきましょう。
E-mail  misaiio@kanto-gakuin.ac.jp

木下里美 教授療養生活支援学
研究テーマ 集中治療や救命救急医療をうける人
と家族への緩和ケアと終末期ケアに関する研究／
急性期における看護師の臨床判断とチーム連携に
関する研究
研究実績
クリティカルケアと緩和ケア、急性期看護に関する研究
に取り組みたい方、臨床の場での疑問や課題を、探求し
ていきましょう。有意義な学びができるよう、サポートし
ていきたいと思います。
E-mail  ksatomi@kanto-gakuin.ac.jp

担　　当　　教　　員

専攻

専攻 専攻

専攻

専攻専攻

専攻

https://researchmap.jp/read0149682

https://researchmap.jp/read0211952

https://researchmap.jp/misaiio

https://researchmap.jp/read0140619

https://researchmap.jp/read0052490

https://researchmap.jp/ka-waka

https://researchmap.jp/kenyon123
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